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腫瘍名 精巣腫瘍 申請診療科 泌尿器科

投与スケジュール

CBDCA 21～28日毎 × 2コース

注意事項

参考文献

・対象は精巣腫瘍（セミノーマ）のStageⅠ　術後化学療法
・2コースを目安に使用する。
・投与間隔は21日毎が目安（臨床試験では60％の患者で21日毎の投与間隔であった）
・通常は、CBDCA量（mg）＝AUC X (GFR + 25)でカルボプラチン量が算出されるが、
　本治療では体表面積を用いて算出する。
・腫瘍マーカーはAFP、ｂHCG、LDHを測定する。
・採血は1週間ごとに測定し、評価することが望ましい。
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1コース 2コース

・・・ （day)

① デキサート 9.9 mg 点滴 15分

パロノセトロン 0.75 mg

生理食塩水 50 mL

② カルボプラチン 400 mg/㎡ 点滴 60分

生理食塩水 250 mL

③ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（フラッシュ用） （全開）
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